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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月4日(2021.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器、電極体および電解液を含み、
　　前記容器は前記電極体および前記電解液を収納しており、
　　前記電解液の一部は前記電極体に含浸されており、
　　前記電極体は積層型であり、
　　前記電極体は正極シート、セパレータシートおよび負極シートを含み、
　　前記セパレータシートは前記正極シートと前記負極シートとの間に配置されており、
　　前記負極シートは負極活物質層を含み、
　平面視において、
　　前記負極活物質層は第１領域および第２領域を含み、
　　前記第２領域は前記負極活物質層の周縁に沿って配置されており、
　　前記第１領域は前記第２領域に取り囲まれており、
　　前記第２領域に含まれる負極活物質は、前記第１領域に含まれる負極活物質に比して
、充放電時の膨張収縮率が大きい、
　電池。
【請求項２】
　前記第２領域に含まれる前記負極活物質が珪素材料を含み、かつ
　前記第１領域に含まれる前記負極活物質が黒鉛材料を含む、
　請求項１に記載の電池。
【請求項３】
　前記第２領域における前記負極活物質の質量比率は、前記第１領域における前記負極活
物質の質量比率よりも大きい、
　請求項１または請求項２に記載の電池。
【請求項４】
　容器、電極体および電解液を含み、
　　前記容器は前記電極体および前記電解液を収納しており、
　　前記電解液の一部は前記電極体に含浸されており、
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　　前記電極体は積層型であり、
　　前記電極体は正極シート、セパレータシートおよび負極シートを含み、
　　前記セパレータシートは前記正極シートと前記負極シートとの間に配置されており、
　　前記負極シートは負極活物質層を含み、
　平面視において、
　　前記負極活物質層は第１領域および第２領域を含み、
　　前記第２領域は前記負極活物質層の周縁に沿って配置されており、
　　前記第１領域は前記第２領域に取り囲まれており、
　　前記第２領域に含まれる負極活物質は、前記第１領域に含まれる負極活物質に比して
、熱膨張率が大きい、
　電池。
【請求項５】
　前記第２領域は補助材を含み、
　前記補助材は、前記第１領域に含まれる前記負極活物質に比して、大きい熱膨張率を有
する、
　請求項４に記載の電池。
【請求項６】
　容器、電極体および電解液を含み、
　　前記容器は前記電極体および前記電解液を収納しており、
　　前記電解液の一部は前記電極体に含浸されており、
　　前記電極体は積層型であり、
　　前記電極体は正極シート、セパレータシートおよび負極シートを含み、
　　前記セパレータシートは前記正極シートと前記負極シートとの間に配置されており、
　　前記負極シートは負極活物質層を含み、
　平面視において、
　　前記セパレータシートが第１領域および第２領域を含み、
　　前記第２領域は前記セパレータシートの周縁に沿って配置されており、
　　前記第１領域は前記第２領域に取り囲まれており、
　　前記第２領域は前記第１領域に比して熱膨張率が大きい、
　電池。
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